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高密度地上観測データで見られた
短時間強雨発生前における気象場の変化

―2015年７月24日の世田谷区を中心とした強雨事例―

気象予報士会東京支部 2018年度定時総会
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「建築東京」 2007年10月 2



気温・風データにより局地風系の停滞を解析
（修士論文の内容を整理）、「地学雑誌」 2011年

観測機器が撤去後の気圧データを補正、「天気」 2011年
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補正気圧データにより局地風系の停滞を解析、「天気」 2013年
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局地風前線の挙動と周囲の気圧場の関係を解析、「天気」 2014年



広域METROSによる観測と今回の発表内容

広域METROS研究会では、東京首都圏におけるヒートアイラン

ドや局地的大雨などを調査するために、独自の気象観測システ

ムを設置し、気温・湿度・気圧の高密度観測を行っている。

［広域METROS の詳細は、三上ほか（２０１１）・地学雑誌を参照］

今回は、2015年7月24日の午後、東京都世田谷区を中心に発

生した局地的大雨について、広域METROSのほか、AMeDASや

大気汚染測定局のデータを用いて、解析した内容について発表

する。
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2006年8月観測開始
約200地点で気温観測

2014年以降の体制

Ⓜ 気温・湿度
９４地点

Ⓜ 気温・湿度・気圧
４９地点

合計 １４３地点で

１０分間隔の観測

広域METROS
観測地点図
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一般大気測定局

風向：16方位
風速： 0.1m/s単位
１時間間隔のデータ

一都六県で３５５地点

AMeDASの風向・風速
データと併用して発散量
の解析などに用いた。

データの外挿を避ける
ために、描画領域外の
データも使用した。

大気汚染常時
監視測定局
地点図

●

7



2015年7月24日の局地的大雨を伝える新聞記事

出典：朝日新聞
2015.7.25 朝刊
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2015年7月24日12:00JSTの局地地上天気図

全般的に緩やかな気圧傾度の下、中部山岳の局
地低気圧の影響で、太平洋側と日本海側が相対的
に高い気圧配置になっている。
太平洋側からの海風は東京都までに止まっている。

また、局地的大雨時の典型であるE-S型風系とは異
なり、鹿島灘からの海風は進入していない。
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アメダス青梅・八王子・世田谷付近の観測地点図 10



MSM格子点における2015年7月24日 1200JSTの状態曲線 11
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2015年7月24日 1200JSTにおける気温（左）と気圧分布図（右）

南北風速
0m/s
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2015年7月24日 1200JSTにおける発散量（左）と水蒸気量分布図（右） 14



2015年7月24日 1300JST

前１時間解析降水量
[mm/h]

気温偏差
[℃]

発散量
[×10-5s-1]
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気温偏差[℃]
（ 予稿集第3図と同じ）

2015年7月24日 1400JST

発散量
[×10-5s-1]

前１時間解析降水量
[mm/h]
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2015年7月24日 1500JST

気温偏差
[℃]

発散量
[×10-5s-1]

前１時間解析降水量
[mm/h]
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前１時間解析降水量と発散域・収束域の分布図

1300JST 1400JST 1500JST

(a)降水域が発散域に、(b)冷気外出流→収束域に、(c)収束域が次の降水域となり、
もとに戻って、(a’)新降水域が新発散域になる、という連鎖が見られた。
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そこで、青梅・八王子・世田谷付近の気象要素を
10分値データの時系列で追跡することにした。

発散量１０分値
AMeDAS・東京都測定局データ

降水量１０分値
AMeDASデータ

気温・気圧・湿度１０分値
広域METROSデータ
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AMeDASと全大気測定局データによる発散量分布図（ 1時間値、予稿集第2図と同じ）



AMeDASと東京都大気汚染測定局データによる発散量分布図（10分間値） 21
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発散

収束

23



発表のまとめ

① 大気が不安定な状態のもと、降水開始前には23区北西部を中心とする高温域と、
これに対応する低圧部が見られ、23区西部から多摩地域の収束が顕著であった。

② 奥多摩地方から東進した雨雲が、青梅の西でやや強い雨を降らせたのち発達し、
八王子市や世田谷区で局地的大雨をもたらした。（アメダス世田谷で49.5mm、
世田谷区砧では67.0mmの最大1時間降水量を記録。）

③ 降水域と発散・収束域の位置には、次のような関係が見られた。
(a)降水域付近が発散域となる。(b)冷気外出流が同時に現れた収束域に吹き込む。
(ｃ)収束域付近が次の降水域となり、以降、(a)→(b)→(c)が連鎖的に発生する。

⑤ 今回の事例のような降水の場合には、地上観測データからリアルタイムで発散域と

収束域を捉えることができれば、次の降水域の予測に役立つものと思われる。

④ 発散の極大値と、次の降水域で見られる収束の極大値はほぼ同時に現れた。
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